
☆
図
書
館
で
購
入
し
て
い
る
ビ
デ
オ
は
、
著
作

権
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
通
常
価
格
の
２
倍

か
ら
高
い
も
の
は
５
倍
程
度
の
価
格
と
な
り
ま

す
。
弁
償
の
場
合
は
、
図
書
館
用
の
高
額
ビ
デ

オ
を
購
入
し
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
０
０
７
年
上
半
期

ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
＆
ベ
ス
ト
予
約
発
表
！

【
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
編
】

１
位
『
鈍
感
力
』
渡
辺
淳
一

２
位
『
バ
ッ
テ
リ
ー
①
〜
⑥
』
あ
さ
の
あ
つ
こ

３
位
『
東
京
タ
ワ
ー
』
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

４
位
『
陰
日
向
に
咲
く
』
劇
団
ひ
と
り

５
位
『
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
島
田
洋
七

【
ベ
ス
ト
予
約
編
】

１
位
『
東
京
タ
ワ
ー
』
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

２
位
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス

（
上
・
下
）』
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

３
位
『
牡
丹
酒
』
山
本
一
力

４
位
『
Ｋ
の
日
々
』
大
沢
在
昌

５
位
『
藤
沢
周
平
未
刊
行
初
期
短
篇
集
』
藤
沢
周
平

開
館
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
！

８
月
31
日
（金）
ま
で
の
平
日
に
限
り
、
本
館
の

開
館
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

土
曜
日
・
日
曜
日
は
通
常
通
り
午
後
５
時
ま

で
で
す
。
ご
利
用
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９
／
17
（月）
・
18
（火）
は
休
館
し
ま
す

９
月
17
日
（月）
は
敬
老
の
日
で
祝
日
と
な
る
た

め
本
館
・
分
館
と
も
休
館
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

翌
18
日
（火）
も
振
替
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

ビ
デ
オ
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

暑
い
夏
…
「
車
中
に
ビ
デ
オ
を
放
置
！
」
心

当
た
り
の
あ
る
方
は
意
外
と
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
か
？

夏
に
な
る
と
、
熱
に
よ
っ
て
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

が
変
形
し
て
返
却
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

ま
す
。
変
形
し
て
し
ま
っ
た
ビ
デ
オ
は
修
復
不

可
能
な
た
め
、
弁
償
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
返
却
ポ
ス
ト

へ
ビ
デ
オ
を
投
函
さ
れ
る
と
破
損
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

９／１（土）13：30～

「やったぜ！

なっとうボーイ②」
（20分）

９／22（土）13：30～

「トムとジェリー⑯」
（48分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
相
棒
に
手
を
出
す
な
」
逢
坂
剛
、「
ち
ん
ぷ
ん

か
ん
ぷ
ん
」
畠
中
恵
、「
露
の
玉
垣
」
乙
川
優
三

郎
、「
言
い
寄
る
」
田
辺
聖
子
、「
壊
れ
た
光
、
雲

の
影
」
片
山
恭
一
、「
弱
き
者
の
生
き
方
」
大
塚

初
重
、「
ユ
ー
カ
リ
愛
の
奇
蹟
」
マ
レ
イ
・
ベ
イ

ル
、「
政
治
武
士
道
」
平
沼
赳
夫
、「
自
閉
症
児
の

世
界
を
広
げ
る
発
達
的
理
解
」
白
石
正
久
、「
障

害
児
を
は
ぐ
く
む
楽
し
い
保
育
」
伊
藤
嘉
子
、

「
手
づ
く
り
の
日
傘
」
雄
鶏
社
、「
冷
凍
保
存
節
約

レ
シ
ピ
」
岩
崎
啓
子
、「
健
脳
体
操
」
長
野
茂
、

「
世
界
珍
虫
図
鑑
」
川
上
洋
一
、「
今
、
絶
滅
の
恐

れ
が
あ
る
水
辺
の
生
き
物
た
ち
」
内
山
り
ゅ
う
、

「
人
間
の
絆
」
江
原
啓
之
、「
日
本
語
力
が
つ
く
漢

詩
１
０
０
篇
」
守
屋
洋
、「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
絵

本
ガ
イ
ド
」
主
婦
の
友
社
、「
図
解
で
わ
か
る
バ

イ
ク
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
小
川
直
紀
、「
江
戸
の

き
も
の
と
衣
生
活
」
丸
山
伸
彦
、「
む
し
歯
・
歯

周
病
」
花
田
信
弘
、「
ボ
ケ
て
た
ま
る
か
！
」
伊

東
四
朗
、「
ア
ジ
サ
イ
」
川
原
田
邦
彦
　
ほ
か

ドリーム
バスター④
宮部みゆき／著
徳間書店／出版

16歳のシェンと師匠
マエストロは人々の

悪夢に潜む逃亡犯を捕獲する「ドリー
ムバスター」。今回、向った先「人間鉱
山」で一体、何が待ち受けているので
しょうか？　宮部みゆきさんの人気シ
リーズ、最新刊です。

向
津
具
の
古
刹
こ
さ
つ

、
龍
伏
山

り
ゅ
う
ふ
く
ざ
ん

二
尊
院
は
大

同
２
年
（
八
〇
七
）
創
建
。
当
初
は
天
台
宗

と
し
て
建
立
さ
れ
た
が
、
後
に
真
言
宗
御
室

派
寺
院
と
な
る
。
本
尊
は
釈
迦
如
来
立
像
、

阿
弥
陀
如
来
立
像
で
あ
っ
て
、
脇
立
わ
き
だ
て

は
四
天

王
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
当
院
の
由
緒
申
伝

え
の
覚
書
（
防
長
風
土
注
進
案
）
に
よ
れ
ば
、

「
二
尊
を
本
尊
と
し
て
お
り
、
よ
っ
て
、
二

尊
院
と
称
す
る
。
な
お
、
釈
迦
佛
は
天
竺
て
ん
じ
く

毘
首
び
し
ゅ

羯
磨
か
つ
ま

（
中
国
の
佛
師
か
）
作
、
阿
弥
陀

佛
は
春
日
（
鎌
倉
佛
師
）
作
で
あ
る
と
伝
え

て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
両
仏
像
（
国
指
定

重
要
文
化
財
）
と
も
、
鎌
倉
時
代
中
期
（
一

二
六
八
頃
）
の
作
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
二
尊
院
由
来
書
に
よ
る
と
、
中
国

の
唐
暦
天
宝
15
年
（
七
五
六
）
安
禄
山

あ
ん
ろ
く
ざ
ん

の
変

に
よ
っ
て
絞
殺
さ
れ
た
は
ず
の
玄
宗
皇
帝
寵

愛
の
楊
貴
妃
が
、
こ
の
地
に
生
き
て
漂
着
し

た
と
の
説
に
よ
り
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
か
ら
妃

の
追
善
供
養
の
為
に
釈
迦
如
来
立
像
と
十
三

重
塔
（
故
あ
っ
て
萩
市
長
寿
寺
に
現
存
）
一

切
経
等
が
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
境
内
に
は
、
五
輪
塔
三
基
（
県
指

定
有
形
文
化
財
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
の
中
央

に
あ
る
特
大
の
五
輪
塔
は
楊
貴
妃
の
墓
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
伝
説
の
真
偽
は

と
も
か
く
、
特
に
、
奈
良
時
代
の
古
き
姓
に

「
楊
貴
」
の
姓
が
あ
り
、
ま
た
、
楊
貴
を
ヤ

キ
と
訓
読
み
し
、
文
字
を
変
え
て
書
く
姓
名

は
古
来
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
氏
族

の
墓
と
も
決
め
難
い
。
た
だ
、
向
津
具
の
辺

要
の
地
で
は
古
く
よ
り
中
央
の
官
人
が
来
往

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
権
力
者
の
供

養
塔
か
、
あ
る
い
は
、
中
央
権
力
者
の
意
に

よ
っ
て
、
特
大
の
五
輪
塔
が
建
立
さ
れ
た
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。
外
に

貴
族
の
渡
来
人
伝
説
、
平
家
の
落
人
説
等
が

語
ら
れ
て
い
る
。

二
尊
院
に
詣
で
て
、
二
尊
佛
像
を
拝
顔
す

れ
ば
崇
高
な
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
仏
像
が
絶
世
の
美
人
の
供
養
の
た

め
に
贈
ら
れ
た
か
否
か
論
ず
る
よ
り
、
た
だ
、

ひ
た
す
ら
見
つ
め
る
だ
け
で
心
が
き
よ
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
五
輪
塔
を
背
に
し
て
、
油
谷

湾
の
波
静
か
な
入
り
江
を
眺
望
す
れ
ば
、
遠

い
昔
の
物
語
を
辿
る
夢
路
の
心
境
と
な
り
、

ロ
マ
ン
の
世
界
へ
導
い
て
く
れ
る
美
し
い
所

で
あ
る
。

二
尊
院

に

そ

ん

い

ん

と
楊
貴
妃

よ

う

き

ひ

伝

二尊院

二尊院五輪塔

二尊院

美
し
く
青
い
海
は
、
多
く
の
命
を
育
み
、
私

た
ち
の
心
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。
し
か
し
、
一
度
汚
れ
て
し
ま

っ
た
海
を
元
の
と
お
り
美
し
く
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
門
の
き
れ
い
な
海
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ

と
り
が
「
海
を
き
れ
い
に
！
」
と
い
う
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
海
や
川
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

●
使
わ
な
く
な
っ
た
船
舶
の
不
法
廃
棄

●
油
や
汚
水
な
ど
の
不
法
排
出

こ
れ
ら
を
見
か
け
た
ら
「
１
１
８
番
」
へ

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
蒼
の
悔
恨
」
堂
場
瞬
一
、「
桂
三
枝
の
あ
あ
夫

婦
」
桂
三
枝
、「
感
謝
力
」
原
久
子
、「
今
日
の
デ

ザ
ー
ト
帖
」
長
尾
智
子
、「
再
婚
生
活
」
山
本
文

緒
、「
正
義
の
ミ
カ
タ
」
本
多
孝
好
、「
千
年
樹
」

荻
原
浩
、「
微
熱
の
街
」
鳴
海
章
、「
夜
警
」
赤
川

次
郎
、「
お
お
か
み
ペ
コ
ペ
コ
」
宮
西
達
也
、「
お

か
あ
さ
ん
に
な
っ
た
ノ
ラ
」
山
本
安
彦
　
ほ
か


